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論 文 

 
 

古古代代ギギリリシシアアとと日日本本ととのの比比較較をを通通ししててみみるる 

カカザザンンザザキキススののギギリリシシアア像像 

――「「日日本本旅旅行行記記」」とと「「ペペロロポポニニソソスス旅旅行行記記」」をを中中心心にに―― 
 

福福田田  耕耕佑佑 
京都大学文学研究科博士課程後期 

テッサロニキ・アリストテリオ大学哲学部客員研究員 

 

1. ははじじめめにに 

 本稿はニコス・カザンザキスが 1930 年代後半に執筆した「日本旅行記」1に

おいて提示した古代ギリシア文化と日本文化の類似点と「ペロポニソス旅行

記」2において提示した古代ギリシア論という二つの要素に着目し、彼の古代

ギリシア像には「東方・アジア」的な要素が肯定的な形で反映されていること

と、カザンザキスの古代ギリシアに対する思想や古代ギリシア像の構成には日

本或いは極東での体験が活かされていることを論じたい。加えて、1910 年代

の後半より西欧文明に懐疑を抱き東方への関心と研究を行っていたカザンザキ

スが、1935 年に行われた日中旅行を境に自分自身と極東或いは東洋との差異

を意識し、以前は東方に対して向けられていた彼の自己同一性の探求が古代ギ

リシアを中心とした西方へと向けてられていったことを明らかにしたい。 

 本稿第二章で論じるように十九世紀後半以降の「近現代ギリシア国家の脱東

方化」を目指したギリシア知識人たちの間では、「西欧世界」と「ギリシア」

の間に距離を差し挟んだり「東方・アジア」的要素を「古代ギリシア」の中に

見出したりすることは極めて異端的なことである。実際カザンザキスは「反西

洋・反ギリシア的でアジア的なギリシア像を描いた」として自国で非難を受け

ており、彼の描き出した古代ギリシア観が当時のギリシアにおいて極めて独特

なものであったことがうかがわれる。 

初めに第二章で本稿で扱う問題の背景について記述し、続く第三章でカザ

ンザキスによる日本と古代ギリシアの比較に関して論じる。彼のギリシア・ギ
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リシア人観探求の中で大きな役割を果たす古代ギリシアに関する考察を通し

て、カザンザキスの日本文化考察の内容について検討していくとともに、彼の

日本体験が単なる「物見遊山」に終わったものではなく、彼の思想と文学の中

で意味を有するものであったことを確認したい。最後に第四章で、当初はアジ

アや東方に自分を位置づけるような考えを有していたカザンザキスが、極東旅

行を通して最終的には自分自身と「東方」の間に大きな距離を感じるようにな

り、「東方」に関する関心から「西方」的な側面への探求と執筆に向かうよう

になったことを論じる。 

 

2. 問問題題のの背背景景 

本章では彼が『日本と中国を旅して』と「ペロポニソス旅行記」、そして

『イギリス旅行記』を執筆するまでの「脱西欧化」思想の展開を整理し、彼の

自己理解及びギリシア理解の変遷についてプレヴェラキスによる伝記(1984)や
福田(2017)等の先行研究に基づきながら概略する。加えて 1930年代後半のカザ

ンザキスの事跡についても記述する。 

 
2.1. カカザザンンザザキキススのの「「脱脱西西欧欧化化」」思思想想 

 本節では先述した先行研究に基づき、青年期に西欧中心的なギリシア観と古

代ギリシア崇拝に傾倒していたカザンザキスが 1935 年に極東を訪れるまでに

は「東方」に興味を示すようになったこと、そして自身の自己理解やギリシア

理解の変遷について確認したい。 

 元来ギリシア・ナショナリズムやニーチェの影響下にあったカザンザキス

は、1906 年に執筆したエッセー『世紀病』に見られるように、ギリシア古代

時代を美を保った理想時代として理解し3、ギリシアが純粋に西洋世界の一部

であるということに何らの検討を加えることも疑義を抱くこともなかった4。 

 西欧中心的な観点に基づいたギリシア観や自己理解に対する疑いが初めて現

れるのが 1917 年 12 月 5 日付のアンゲラキに宛てた手紙であり、ここには心理

的に西欧に距離を取って自身を「東方」に属するものとして位置付けようとす

る発想が見られるが、ここでの東方は主に「アラビア」に結びついていた5。 
この発想は 1920 年代を通しても継続している。ロシア滞在期においてカザ

ンザキスはルーマニア人のパナイト・イストラティや日本人の秋田雨雀と同じ

く自分自身も「東方」に属しているのだと表現し6、そして小説『トダ・ラバ』

の中ではカザンザキスの投影されたクレタ生まれのギリシア人であるイェラノ



3

- 2 - 
 

リシア人観探求の中で大きな役割を果たす古代ギリシアに関する考察を通し

て、カザンザキスの日本文化考察の内容について検討していくとともに、彼の

日本体験が単なる「物見遊山」に終わったものではなく、彼の思想と文学の中

で意味を有するものであったことを確認したい。最後に第四章で、当初はアジ

アや東方に自分を位置づけるような考えを有していたカザンザキスが、極東旅

行を通して最終的には自分自身と「東方」の間に大きな距離を感じるようにな

り、「東方」に関する関心から「西方」的な側面への探求と執筆に向かうよう

になったことを論じる。 

 

2. 問問題題のの背背景景 

本章では彼が『日本と中国を旅して』と「ペロポニソス旅行記」、そして

『イギリス旅行記』を執筆するまでの「脱西欧化」思想の展開を整理し、彼の

自己理解及びギリシア理解の変遷についてプレヴェラキスによる伝記(1984)や
福田(2017)等の先行研究に基づきながら概略する。加えて 1930年代後半のカザ

ンザキスの事跡についても記述する。 

 
2.1. カカザザンンザザキキススのの「「脱脱西西欧欧化化」」思思想想 

 本節では先述した先行研究に基づき、青年期に西欧中心的なギリシア観と古

代ギリシア崇拝に傾倒していたカザンザキスが 1935 年に極東を訪れるまでに

は「東方」に興味を示すようになったこと、そして自身の自己理解やギリシア

理解の変遷について確認したい。 

 元来ギリシア・ナショナリズムやニーチェの影響下にあったカザンザキス

は、1906 年に執筆したエッセー『世紀病』に見られるように、ギリシア古代

時代を美を保った理想時代として理解し3、ギリシアが純粋に西洋世界の一部

であるということに何らの検討を加えることも疑義を抱くこともなかった4。 

 西欧中心的な観点に基づいたギリシア観や自己理解に対する疑いが初めて現

れるのが 1917 年 12 月 5 日付のアンゲラキに宛てた手紙であり、ここには心理

的に西欧に距離を取って自身を「東方」に属するものとして位置付けようとす

る発想が見られるが、ここでの東方は主に「アラビア」に結びついていた5。 
この発想は 1920 年代を通しても継続している。ロシア滞在期においてカザ

ンザキスはルーマニア人のパナイト・イストラティや日本人の秋田雨雀と同じ

く自分自身も「東方」に属しているのだと表現し6、そして小説『トダ・ラバ』

の中ではカザンザキスの投影されたクレタ生まれのギリシア人であるイェラノ

- 3 - 
 

スに「アフリカ人」という表象まで与えている7。この時期においては自分が

単にヨーロッパや「西方」のみに属するのではなく、「東方」にも属する者だ

というギリシア及び自己に関するアイデンティティを作品に表していた8。 

カザンザキスが自分自身を東方やアフリカに結び付け非西欧的要素を探求

していたことは当時においても一部の人には認識されていた。例えば、カザン

ザキスが西欧において紹介される契機の一つとなった文芸雑誌「メルキュー

ル・ド・フランス」1930 年 4 月 15 日号では、「出自的にはクレタ人であるカザ

ンザキス氏は、まさにそれ故に自分自身を少々アフリカ人だと感じている。か

ように、彼は情熱的で官能的な形象【les images ardents et sensuelles】を愛して

いるのだ」と指摘されている9。 

上述の自己意識は本稿で扱う極東期でも『日中旅行記』第六章「日本人基

督者」において見られる。日本へと向かう船の上で「ヨーロッパ人には日本の

歩む道程は理解できない」と日本人から言われたカザンザキスは、「私はヨー

ロッパ人ではありませんよ。私はヨーロッパとアジアの間に生まれました。私

には分かります」と答えている10。 

 確かに日本は「東方」に属する国であるが、ここでの「東方」はギリシアや

ロシアが西欧に対して有する「東方」とは違った「東方」であろう。だがカザ

ンザキスは「アジア」という共通の「東方」的要素を引き合いに出すととも

に、彼の思想的主著『禁欲』や「日本旅行記」に現れる「心」の理解を通し

て、思想的に日本を「東方」に位置する国として位置づけた11。前段落の引用

で見たようにカザンザキスは自身が「西方」のみに属するという自己理解を拒

否して「東方」にも属しているのだと強調しており、極東旅行の意義を彼が定

義する「東方」探求の中に組み込んでいる。そして次章以下で見るように、カ

ザンザキスによるギリシア理解も単に「西方」として位置付けられるのではな

く、「東方」的な要素を含むものとして理解され「東方」に属する日本と比較

されていくことになる。 

 
2.2. 古古代代ギギリリシシアアとと日日本本をを比比定定すするる意意味味 

 カザンザキスのソヴィエト・ロシア経験を扱ったパツィスの先行研究におい

て、このようなカザンザキスの「脱西欧化」の思想は「故郷嫌悪」

(Οικοφοβία)或いは「祖国嫌悪」(Πατροφοβία)と表現される12。この「故郷嫌

悪」の反映された謂わばギリシアの「東方化」は以下に見ていくように、文化

的な潮流的にも当時の知識人たちから受け入れられがたいものであった。 
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近現代ギリシア・ナショナリズムや十九世紀後半以降の軍事拡張政策のバ

ックボーンとなった「偉大な理想」（Μεγάλη Ιδέα）に初めて言及することとな

ったイオアンニス・コレッティス13による 1844 年の演説では、現代のギリシ

アが古代ギリシアの末裔であり、西方に位置付けられる自分たちが東方を「啓

蒙」するという意識であった14 。十九世紀中葉の思想家たちはギリシアを先進

的なヨーロッパ世界に所属する国家だとみなし15、「西洋化」のイデオロギー

の中で「東方的」と思われたもの全てに価値の劣ったものというレッテルを貼

り付けた。これは音楽の様式から街の建築、そして言語や人々の衣服の習慣に

まで及び、あらゆる「東方的」なものの「西方的」なものへの置き換え、或い

は変革が推し進められることになった16。 

 しかしロマン主義と反啓蒙主義の潮流の中でギリシアが「西方と東方の両方

に属している」という事実を肯定的に捉える思想的潮流が見られ、ギリシアの

「東方」性に向き合おうとする思想家も現れ、この中でギリシアにとって「好

ましい『東方』」と「好ましくない『東方』」が区別されていくことになる17。

ポリティスは、このような知的動向の中にはギリシアの「東方」から「アジア」

のニュアンスを分離して排除しようとする知的努力があったことを指摘してい

る18。このような例えば「アジア的野蛮」という言葉に代表されるような「ア

ジア」という言葉に否定的な意味を込める発想は実際ギリシアにおいて、例え

ばイオアニス・フィリモン19の『ギリシア革命に関する試論』第三巻にも見ら

れ、「ヘレニズム」(Ελληνισμός)と「トゥルキズム」(Τουρκισμός)という用語の

対立に現れている。フィリモンは、トルコ主義(トゥルキズム)を｢人の姿をし

た野蛮と退化｣であり、ヘレニズムを｢人の姿をした自由・平等・進歩思想｣だ

と表現した20。このような時代背景の中、カザンザキスに多大な影響を与えた

イオン・ドラグミスは、トルコやアジアを直接的に野蛮で劣った存在だという

表現はしなくとも、オスマン朝、或いはトルコを含む東方からのギリシアへの

精神文化への影響を否定した。そして、もしギリシアにおいてトルコ人による

支配がなければ、新しい文化を発展させられたはずだと述べるなど21、西方・

ギリシア文明とは混じりようのない異質なもので精神的に劣ったものだという

偏見を持っていた。上述の背景に見られるように、「東方」或いは「アジア」

という言葉には否定的な意味合いが付与され、カザンザキスに先行する知識人

たちによってギリシアと関連させることを忌避する雰囲気が醸成されていた。 

ギリシア外の外国の思想・文化史的においても、ドイツの新人文主義形成

に重要な役割を果たしたヨハン・ヨアヒム・ヴィンケルマンは古代ギリシアの
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イメージに関して「高貴な単純さ【eine edle Einfalt】と静かな偉大さ【eine 
stille Größer】」や真善美の体現としての「アポロン的ギリシア像」を唱え22、

「自然の模倣」という感性で捉えられる感覚的な美ではなくギリシアという

「古代の模倣」を通して理性で捉える「理想美」や「普遍的な美の概念」を求

めた23。彼の理解では、この超自然的な美の理想はギリシア芸術の「人体の表

象」に現れ、比例定数などの数学的秩序を欠いたアジアやアフリカの彫刻は

「正しい知識」を欠いているが故に「正しい美」の理念を逸している24。今橋

によると、このような姿勢は真の芸術を古代ギリシアに見たヘーゲルにも見ら

れ、ヴィンケルマンの古代ギリシア芸術観が受け継がれているとしている25。

またフリードリッヒ・アウグスト・ヴォルフは古代ギリシアに関して、ギリシ
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リシアの根底にはアジア的なものがあり、これら非ギリシア的なものをギリシ

ア化したのだというギリシア理解を有していたことも指摘している33。しかし
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 こうした歴史的背景にも関わらず、カザンザキスは次章以下で見ていくよう
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にアジアに属する日本と古代ギリシアの大胆で新奇な文化比定を積極的に行っ

ていく。確かにカザンザキスは彼の『禁欲』の思想やキリスト論によってたび

たび正教会や政府から反宗教的との断罪を受けたが故にこれらが突出して有名

であり、彼のギリシア観に関してはほとんど話題になることはなかったが、彼

のギリシア観に対しては同時代の人物でヴァシリオス・ラウルダス35が批判を

加えている。ビーンとカラリスによると、ラウルダスはカザンザキスの詩が古

代ギリシアの伝統にも現代ギリシアの伝統にも属しておらず、加えて『エロト

クリトス』に代表されるクレタ文学にも反しているという名目で批判した36。

この批判に加えて、更にラウルダスはカザンザキスの文学的な世界観に対しそ

れがアジア的な世界観を有してさえおり、ギリシアと「東方」(Ανατολή)の合

成だと批判している37。前節でみたように、西欧の文化的な祖としてのギリシ

ア、東方に対して精神文化的に優位に立つギリシアというイメージが極めて重

要視されていたことを確認したが、この文脈の中でカザンザキスはこのイメー

ジを損なうギリシア観を描いた者として批判されているのである。 

 このラウルダスの批判にカザンザキスが弁明することもなく、またラウルダ

スもこのギリシアと「東方」或いは「アジア化」に関する問題を掘り下げず、

カザンザキスのギリシア観の有する「東方性」或いは「アジア性」の重層性に

関する議論が深められることもなかった。 

 だがカザンザキスによる「日本旅行記」と「ペロポニソス旅行記」での日本

と古代ギリシアを比較し、東方的な要素を取り込みながら古代ギリシア像を描

いていく行為には、いわゆる「故郷嫌悪」が反映されているが38、彼の独特な

古代ギリシア像を描こうとする努力があったわけでもあり、この古代ギリシア

像を描くに際しカザンザキスが抱いていた日本像が一定の役割を果たしていた

ことを三章で解明していきたい。まずはその内容の検討に先立って、続く二節

と三節ではこの時期の彼の動向を整理しておこう。 

 
2.3. 三三旅旅行行記記執執筆筆期期のの動動向向 

 本節では「日本旅行記」と「ペロポニソス旅行記」、そして『イギリス旅行

記』を執筆した時期の動向をプレヴェラキスの伝記及びジャニオ⁼リュストの

先行研究に基づいて記す。尚、日本を訪れた 1935 年から 1936 年の動向に関し

ては福田(2020)を参照されたい。 

  カザンザキスは極東から帰国し『石庭』(Jardin des Rochers)を執筆した後、

1936 年 10 月から 11 月にかけて内戦状態にあったスペインに特派員として赴い



7

- 6 - 
 

にアジアに属する日本と古代ギリシアの大胆で新奇な文化比定を積極的に行っ

ていく。確かにカザンザキスは彼の『禁欲』の思想やキリスト論によってたび

たび正教会や政府から反宗教的との断罪を受けたが故にこれらが突出して有名

であり、彼のギリシア観に関してはほとんど話題になることはなかったが、彼

のギリシア観に対しては同時代の人物でヴァシリオス・ラウルダス35が批判を

加えている。ビーンとカラリスによると、ラウルダスはカザンザキスの詩が古

代ギリシアの伝統にも現代ギリシアの伝統にも属しておらず、加えて『エロト

クリトス』に代表されるクレタ文学にも反しているという名目で批判した36。

この批判に加えて、更にラウルダスはカザンザキスの文学的な世界観に対しそ

れがアジア的な世界観を有してさえおり、ギリシアと「東方」(Ανατολή)の合

成だと批判している37。前節でみたように、西欧の文化的な祖としてのギリシ

ア、東方に対して精神文化的に優位に立つギリシアというイメージが極めて重

要視されていたことを確認したが、この文脈の中でカザンザキスはこのイメー

ジを損なうギリシア観を描いた者として批判されているのである。 

 このラウルダスの批判にカザンザキスが弁明することもなく、またラウルダ

スもこのギリシアと「東方」或いは「アジア化」に関する問題を掘り下げず、

カザンザキスのギリシア観の有する「東方性」或いは「アジア性」の重層性に

関する議論が深められることもなかった。 

 だがカザンザキスによる「日本旅行記」と「ペロポニソス旅行記」での日本

と古代ギリシアを比較し、東方的な要素を取り込みながら古代ギリシア像を描

いていく行為には、いわゆる「故郷嫌悪」が反映されているが38、彼の独特な

古代ギリシア像を描こうとする努力があったわけでもあり、この古代ギリシア

像を描くに際しカザンザキスが抱いていた日本像が一定の役割を果たしていた

ことを三章で解明していきたい。まずはその内容の検討に先立って、続く二節

と三節ではこの時期の彼の動向を整理しておこう。 

 
2.3. 三三旅旅行行記記執執筆筆期期のの動動向向 

 本節では「日本旅行記」と「ペロポニソス旅行記」、そして『イギリス旅行

記』を執筆した時期の動向をプレヴェラキスの伝記及びジャニオ⁼リュストの

先行研究に基づいて記す。尚、日本を訪れた 1935 年から 1936 年の動向に関し

ては福田(2020)を参照されたい。 

  カザンザキスは極東から帰国し『石庭』(Jardin des Rochers)を執筆した後、

1936 年 10 月から 11 月にかけて内戦状態にあったスペインに特派員として赴い

- 7 - 
 

てウナムーノやフランコへの取材を敢行し39、その動向をカティメリニ紙に執

筆している40。帰国後はエギナ島で執筆に専念し、1937年の 9月 4日から 19日
まではペロポニソス半島を旅行し、パトラ、オリンピア、ヴァッセス、ミスト

ラス、モネンヴァシア、スパルティ、アルゴス、ミキネスを周遊している41。

この時の体験をカティメリニ紙に 11 月 7 日から 12 月 21 日付で発表している

42。ここでの記事が本稿で取り上げる「ペロポニソス旅行記」に書籍として収

録されることになる43。 

 1938 年は叙事詩『オディッシア』の完成に向けた執筆に明け暮れ、10 月に

『日本と中国を旅して』と共に出版している。続く 1939 年もエギナ島の自宅

で執筆に専念するが、7 月から 11 月にかけてイギリス旅行を行っており44、ロ

ンドンやリヴァプールを訪れ、12 月にエギナの自宅に戻っている45。このイギ

リス旅行においてストラトフォード・オン・アヴロンに滞在している間に戯曲

『背教者ユリアノス』を執筆しており、1940 年にはエギナ島で第二次世界大

戦に巻き込まれていくことになる。 

 

3. 古古代代ギギリリシシアアとと日日本本のの比比較較――――カカザザンンザザキキススがが見見よよううととししたたギギリリシシアア 

本章では主に「日本旅行記」と「ペロポニソス旅行記」に見られる古代ギ

リシア像と、「日本旅行記」に描かれた日本像との比較について論じたい。 

 日本と古代ギリシアが地理的に隔たっており、文明的にも直接の相互影響が

見られなかったのは自明であるが、それでもカザンザキスは「日本旅行記」に

おいて「この世界に、その最も輝かしい瞬間において古代ギリシアがどのよう

であったかのを日本ほど思い起こさせてくれる国はない」と述べ46、また「他

のどの国も日本ほどギリシアに似ていない」と書いている47。このようにカザ

ンザキスは日本とギリシアの類似について述べているのだが、以下の節ではカ

ザンザキスが「日本旅行記」においてどのような点に着目して日本とギリシア

の類似を思い描いていたのかを明らかにしたい。 

 

3.1. カカザザンンザザキキススのの古古代代ギギリリシシアア像像のの基基礎礎的的特特徴徴 
  カザンザキスは「日本旅行記」と「ペロポニソス旅行記」において、古代
ギリシアの特徴を具体的に列挙している。具体的な検討は次項以降で行うが、
本節ではまずこれらの項目を確認し整理したい。 

 まず「日本旅行記」の「日本に別れを告げて」の章の中でカザンザキスが直
接日本と古代ギリシアの共通の特徴として指摘するのは、(1)手工芸品、(2)笑
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いと悲劇、(3)肉体的修道、(4)同化力であり48、そして同書の他の箇所でも(5)

女性と恋愛、(6)母体に根を持たない「個」の否定49を挙げている。 

 次に「ペロポニソス旅行記」において古代ギリシアの特徴を記述している個
所を引用する。 

 

 

こうしてアルゴスの平地を見ながらコリントへと上って、私の理性の

中に古代の先祖の主な特質を並べ立てる。生への愛、穏やかな死との

対面、肉体の修練、理性と肉体の調和、自由への愛、他のより良い世

界を羨望することなく大地に喜ばしく根付くこと50。 

 

 

整理すると、(i)生への愛と穏やかな死との対面、(ii)肉体の修練、(iii)理性と肉

体の調和、(iv)自由への愛、(v)彼岸を求めず大地に根付くことの五点である。 

 この中で「日本旅行記」と「ペロポニソス旅行記」の中で共通しているのは
(3)と(ii)の「肉体的修道」及び「肉体の修練」であり、言葉の上で同じではな
いが実質的に共通するのは(5)「女性と恋愛」と(i)「生への愛と穏やかな死と

の対面」である。次項以下では実際にこれらの項目を整理して分析し、カザン
ザキスの日本と古代ギリシアの比較を見ていこう。 

 

3.2.1. 母体に根を持たない「個」の否定 
 まず本項では「日本旅行記」に見られた日本と古代ギリシアに共通の「母体
に根を持たない『個』の否定」について論じる。『トダ・ラバ』においてカザ
ンザキスは東方の特徴が「全への合一」であるのに対し、「個」は西方の特徴
だとしている51。まずカザンザキスが「日本旅行記」の中で描いた日本は、彼
の思想的主著『禁欲』の思想に沿う形で個人は生き方においてもその芸術的創
造においても民族に属すものとして理解されており52、民族という根差すべき
母体から離れてしまった個人主義は退けられるべきものとして描かれていた53。 

 「ペロポニソス旅行記」によると、カザンザキスは「古代ギリシアは匂いも

手垢もついていないような、超自然的なものではなかった。深く大地に根を下

ろし、泥を食べて花を咲かせる木のようなもの」であり54、「芸術とは個人的

なものではなく全体に属するものであり、芸術家はその邦【πολιτείας】と民族

【ράτσας】の代表であり、この全体の生きていた偉大な瞬間を不死にするとい
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う目標を有していた」と記述している55。カザンザキスにとって古代ギリシア
の創造は時代背景や社会環境とは無関係な特定の人物、或いは孤立した天才の
手になるものでもなければ、個人の心情や事情、またその勲功のみを表現する
ものでもなかった。それは確かに汎人類的な側面を持つものではあるが56、何
よりもまず自分たちが生きる時代と場所、そして自分たちがよって立つ文化や
伝統に属するものであり且つこれを表現するものである。そして古代ギリシア
人たちが自分たちの間で共通財として、そして先祖たちとの共通性を担保して
くれるものとして有しているのがギリシアの風景である57。この風景は常に同
じであり続け、ギリシア民族に一貫性を与えるものであり続けたのだとカザン
ザキスは論じている58。 

 一方カザンザキスは、ギリシアが退けられるべき個人主義(ατομικισμός)に陥
ってしまったのはペロポニソス戦争以降のことであり、「人間に到達可能な頂
点を示した均衡」のパルテノンの時代から混沌の時代になってしまった、と述
べている59。この混沌の時代は「不信心で現実主義的な、超人間的な理想もな

い大口叩きのヘレニズム時代」(ελληνιστική)であり、ギリシア人は古代時代の
ポリスの擁護者たる市民ではなくなって祖国への信頼を失ってしまい、そうし
てこのヘレニズム時代のギリシアが東方(ανατολίτικη)になっていったのだと理
解している60。先行研究においてカラリスはニーチェの述語を用いつつ、この
個人主義に陥りポリス或いはギリシアへの根を失ってしまったこの時代を「ア
レクサンドリア文化時代」と呼び、個々人が「自分が世界の中心である」と宣
言することにより個人と社会が分断され、ギリシアの徳である均衡及び調和を
失った時代だったと論じている61。このような「個人」(το άτομο)は『禁欲』に
おいて自分だけが存在し、全ては自分が作りだした表象であると述べる独我論
的な「理性」であり62、『禁欲』において最初に乗り越えられるべきものであ
った。カザンザキスにとってこのような「個人」は混沌を象徴するものであり、
「日本旅行記」では「我々白人は(中略)個という地獄【κόλαση της ατομικότητα】

の中で彷徨い」、「何も信じず、惨めに生きて、永遠に死ぬのだ」と記述してい

る63。そしてこの「個人」は「個人と社会の均衡の取れたギリシアの理想時代」
と文化を象徴する「自分自身」(ο εαυτός)とは全く異なるものであり、カザン
ザキスは古代のギリシアをこのあるべき「自分自身」から「個人」に堕してし
まった歴史として描く64。ここまで見てきたように、カザンザキスは日本にお
いても古代ギリシアにおいても母体或いは民族に根を持たない「個」を否定し
ている。 
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3.2.2. 「「同同化化力力」」 

「日本旅行記」を通してカザンザキスは日本とギリシアに共通する要素と

して「同化力」の高さを挙げている。カザンザキスに先行し彼に思想的に影響

を与えたギリシア人思想家たちの中に古くはプラトンがおり65、同時代人には

ペリクリス・ヤンノプロス66や先述のイオン・ドラグミスがいる。ヤンノプロ

スは他文明及び他文化を「ギリシア化」する意味でのギリシアの「同化力」の

高さを指摘し、ドラグミスは他文化がギリシア化される原動力としてギリシア

文化の優越性を指摘した。確かにカザンザキスも「日本旅行記」の中で古代ギ

リシアがエジプトや東方或いはオリエント(Ανατολή)から宗教や芸術など文明

の第一要素を受けこれを「ギリシア化」して同化したことを論じている67。そ

してこのギリシアの他文化を同化させる力は、古代のギリシアのみならずヤン

ノプロスやドラグミスの指摘するように68、中世から現代にかけてのギリシア

も同じ特質を有するものだと理解している69。 

 第二章第二節で確認した西洋の文化的な祖先であり、東方・オリエント世界

からは文化的な影響を受けることがなかったと理解されていた古代ギリシア観

に対し、カザンザキスは古代ギリシアの起源を「古代ギリシアの民衆たちは、

ヨーロッパと東方の古い人種と新しい人種【φυλές】の様々なものの混合」で

あり、周囲の民族や文化を同化してきたと理解している70。そして彼は、古代

ギリシアが歴史上卓越した時代であったことは無論認めつつも、純粋な存在で

はなく多民族の影響を受け混合しているものだとし、理想化された古代ギリシ

アの様々な祝祭なども現代のギリシアの「どんちゃん騒ぎ」と変わるものでは

なく、声と喧嘩そして商売に満ち、馬や豚などの家畜の呻きに満たされてい

た、と述べている71。そして理想とされる古代ギリシアの白さも作り物であっ

て振る舞いや倫理、またその魂においても野蛮なものがあったとしている72。

このように、カザンザキスはヴィンケルマンやヴォルフ等とは異なり古代ギリ

シアをオリエント世界或いは東方から切り離して理解せず、またヴォルフやド

ラグミスのように古代ギリシア世界が劣ったアジア・東方世界から文化的な影

響を受けることはないといった考え方を排斥している。 

日本の「同化」(assimilative)に関しては、カザンザキスがその作品を精読し

たことが明らかであるラフカディオ・ハーンも指摘しているように73、カザン

ザキスは彼の古代ギリシアの同化とその起源に関する理解と同じく、日本もイ

ンドや中国、そして朝鮮から宗教や文明を受容して同化し、日本独自の文化を
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形成したと記述している74。 

カザンザキスは日本の特徴の一つはこの「同化力」或いは「日本化」にあ

ると考えている。「日本旅行記」では日本に入港する前に日本人キリスト教徒

のカバヤマ・サンの口から、日本の伝統的な宗教とは異なるキリスト教を彼が

受容できた理由として日本の魂の特徴が語られる。その特徴は、日本は外国の

思想を受容するが、単に影響を受けるだけでなく従来の日本の思想と調和させ

て同化してしまう、というものである75。この主題は「日本旅行記」及び『石

庭』の中で繰り返し語られる。例えば「奈良」の章においても「日本人の魂

は、いつも何か女性的なものを持ち、外国の種に憧れ、受け入れることさえも

切望している。次第に日本人の心の内で、取り込みと実り豊かな同化が始まっ

た。役に立たないものは追い出し、同化され得るものだけを取り入れた」と論

じている 76 。そして、『石庭』ではクゲの口を通して「ひとたび同化

【assimilées】すれば、日本の伝統の中にもう溶け出して出て行ってしまうこ

とのないように統合して、全てを均質にしてしまうのです」と語らせている

77。加えて、この日本の外来物の同化を「日本の奇跡によって同化し

【assimilions】」て「民族主義【nationalisme】の中に取り込」んでしまう「俳

諧【haïkaï】」とさえ呼んでいる78。このように、カザンザキスにとって日本の

「同化」及び「日本化」の力は日本の大きな特徴の一つであり、外来の文化を

吸収しつつ自国独自のものに昇華させたという点が、日本と古代ギリシアに共

通しているといえよう。 

 
3.2.3. 手手工工芸芸品品 

 カザンザキスが次にギリシアと日本に共通しているものとして挙げているの

は両者が古代から有している「手工芸品」についてである。同じく「日本旅行

記」においてカザンザキスは以下のように述べている。 

 

 

古代ギリシアと同じように、ここでも古代日本においても、今でも生

きているのだが、人間の手より出る、日常の生活の中で使われる極め

て小さなものでも、それは愛と喜びによって作られた工芸作品【έργο 

τέχνης】である。全ては美と素朴さ、そして喜びを欲求する、喜ばし

い有能な手から出るのだが、日本人はこれをたった一言「渋い」

【σιμπουί】と呼んでいる。 
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 日々の生活の中の美しさ。他にも類似点はある。 

両民衆とも宗教に朗らかな見方というものを与え、神を人間との思い

やりのある接触の中に定立した。両民衆とも同じ素朴さと喜びを、衣

装と食事、そして住居の中に有しているのだ79。 

 

 

 もちろん、カザンザキスは日本の芸術に関しても狩野派の作品や庭園などを

論じているが80、とりたててギリシアとの共通性を論じたり比較を行ったりは

していない。カザンザキスとは逆に『お菊さん』を執筆し後世の日本像に対し

絶大な影響を与えたピエール・ロティは日本の美術の質を高く評価しつつも

「我々の、ギリシアやラテン、或いはアラビアの古芸術に由来するものは何も

なく」、「全てが私たちに極めて不可思議」であって「地球の私たちの側とは何

の交流もない何か隣の惑星からやってきた」かのようであると述べ、西洋文化

との異質性、或いは断絶を強調している81。またカザンザキスは日本の文化の

女性性に触れているが82、対して新渡戸は『武士道』の中でヴィンケルマンを

引きつつ古代ギリシア文芸術の男性性を指摘していた83。このように、カザン

ザキスが日本と古代ギリシアの美術品、或いは工芸品に見てとった近似性は先

行作家たちに見当たらない。 

 カザンザキスが「日本旅行記」において美学的に古代ギリシアの彫刻などの

芸術を論じることはない。そして「古代ギリシアと同じように」と書いている

ものの、他の著作においても古代ギリシアの民衆の生を論じず、また美術作品

とは異質な生活の中の美を具体的に論じることも管見の限りない。故に特に古

代ギリシアの民衆の生活や手工芸品、及び道具のどの点にどのような美が表れ

るのかという描写や論証は見られない。 

 確かに古代ギリシアと日本の工芸品を比較するという視点は当時のギリシア

の知識人たちを見るとカザンザキスに独特な視点だと言えるだろう。だが、古

代ギリシアの美を論じるに際し、古代ギリシア彫刻といった古典的な芸術作品

などのいわゆる「古典ギリシアの美」を象徴するような対象ではなく、従来知

識人たちが古代ギリシアとその美を称揚するに際し看過しがちな当時の「民衆

の生」を取り上げている点も注目に値する。民衆に着目するという点はこの極

東期に先行するロシア期にも見られたが84、極東期においても十分に継続され

ているものである。 
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3.2.4. 「「悲悲劇劇」」とと「「笑笑いい」」 

 カザンザキスは日本と古代ギリシアの悲劇に関して、「ディオニソスの花祭

と花見という同じような自然を崇拝する祭り、そして同じ根から出た踊りがあ

り、そして同じ神聖な果実から悲劇を取り出したのだ」と論じている85。より

具体的には、「日本旅行記」の「日本の悲劇が生まれたところ」の章におい

て、日本の悲劇「能」の悲劇作家として、「日本のソフォクレスでありアイス

キュロスである観阿弥・世阿弥」の名前を挙げている86。この日本と古代ギリ

シアの「悲喜劇」には特に古代スパルタと日本に共通する「笑い」87、そして

ロシア期においても『その男ゾルバ』においても哲学的な意味を与えられる

「踊り」が含まれている88。しかし同じギリシアであっても「ペロポニソス旅

行記」の中で、現代のギリシア人には古代人に見られた笑いや微笑みは見られ

ないと述べており、古代ギリシア時代の笑い、悲劇性が現代では失われている

と指摘している89。特に「笑い」に関してはカザンザキスもその翻訳を出版し

たアンリ・ベルクソンの『笑い』や、また悲劇に関しては同じくカザンザキス

がその翻訳を出版し、自身の博士論文でも取り上げたニーチェの『悲劇の誕

生』との関係を論じねばならないが、本稿では問題を指摘するに留め他稿で改

めて論じたい。 

 

3.2.5. 「「女女性性」」とと「「恋恋愛愛」」そそししてて現現世世のの肯肯定定 

 ここでカザンザキスによる日本と古代ギリシアの類似点として指摘するの

は、彼の「女性観」及び「恋愛観」である。たとえばカザンザキスに先行する

ハーンも東洋の魂(that Oriental soul)の自然と生への喜ばしい愛は古代ギリシア

民族(the old Greek race)と奇妙な類似があると述べている90。カザンザキスは

「日本旅行記」において京都の芸者や街の女性たちなどの描写を多々行ってい

るが、特に集中的に描いているのは東京滞在中のことを描いた「日本人女性」

の章の「吉原と玉乃井」という項と「芸者」という項である。本稿はカザンザ

キスの女性論やフェミニズムといったこれまで十分に論じられた分野を論じる

ものではないので、ここでのカザンザキスの日本人女性観については論じず、

身体的快楽の肯定に結びついた非キリスト教的現世肯定という観点からカザン

ザキスの言説を分析したい91。 

 まず「吉原と玉乃井」92の項でカザンザキスは「日本人たちはキリスト教的

な身体への呪いを経ておらず、彼らにとってつかの間の快楽は罪ではないの
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だ」と述べている93。次に「芸者」の項で、「ここで(東京の料亭)あなたは古代

ギリシアの恋愛に対する理解の－女に喜びを与え、女から喜びをもらうという

ことは死に至る罪ではない－雰囲気を感じたことだろう」と記述している94。

カザンザキスにとって、特に恋愛と女性というテーマは小説家として処女作と

なる『蛇と百合』(1906)から晩年の『最後の誘惑』(1951)まで一貫して見られ

る重要なテーマである。 
 「ペロポニソス旅行記」において古代ギリシアの女性や古代ギリシア人の恋

愛観、或いは上記で見た「古代ギリシアの恋愛に対する理解－女に喜びを与

え、女から喜びをもらうということ」について細かい描写がなされることはな

かった。カザンザキスは「日本旅行記」で恋愛と生の喜びの肯定を提示した

が、この思考は「日本人たちはキリスト教的な身体への呪いを経ておらず」と

書いているようにキリスト教と対比され、ニーチェ哲学に大きな影響を受け

1906 年に執筆した最初期のエッセー『世紀病』以来継続した見方であり、こ

こでも「イエスの到来まで人間は生とこの世の善を尊重し」、「美しく健全で、

若くて豊かでいたい」と記述している95。逆に「ペロポニソス旅行記」におい

てカザンザキスは「ビザンツ人或いは東方人」を神権政治、封建制、生の嫌

悪、虚無、厭世主義、神秘主義、大地の軽蔑と永遠の天への憧憬として列挙し

ている96。このように、現在のギリシアにつながるキリスト教化した中世ギリ

シアの「ビザンツ人或いは東方人」のこれら列挙された特徴は、日本の特徴

と、また同じギリシアにもかかわらず古代ギリシアの特徴と対比される形で書

かれている。 

 残念ながら「ペロポニソス旅行記」の中で古代ギリシア人の具体的な死に対

する態度や思想に関するカザンザキスの記述は見られないが、カザンザキスの

日本人の死に関する議論は「日本旅行記」及び『石庭』でなされており、特に

『石庭』では、死は西欧の発明であり、不死を信じる日本人が死を恐れること

はないと記述しており97、『禁欲』や日本の武士道に結びつける形で日本の死

生観を捉えている98。本項では、日本と古代ギリシアにおける女性を通した身

体性と現世の肯定という議論を、ステレオタイプ的ではあるがキリスト教と対

比させる形でカザンザキスが想定していることを確認し、併せてこの観点にお

ける古代ギリシアと中世以降のギリシアが断絶しているとみなしていることに

ついても確認するに留めておく。 

 

3.2.6. 肉肉体体的的修修道道 
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 最後に、カザンザキスが日本と古代ギリシアに共通な要素として挙げている
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二つの民衆とも【日本と古代ギリシア】肉体的修練【σωματική άσκηση】

に霊的な目的【πνεματικό σκόπο】を置こうと努めている。日本人は弓

を使った修練を崇拝する。なぜか？日本の体術家【γυμναστής】が以下

のように私にまっとうな理由を説明してくれた。1) 弓術が思考を定め

てくれる。あなたは習慣的に矢を射る前に考えるようになる。そして
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また古代ギリシアにおける肉体の修練という観点については、「ペロポニソ

ス旅行記」から引用すると、 

 

 

ギリシア人は決して芸術のための芸術に従事したことはなかった。常

に美とは生に仕えるという目的を有していた。古代人たちは均衡が取

れて健全な理性を受け入れるために、美しくて強い肉体を欲していた

のだ。そして更に－最上の目的として－都市を守ることができるよう

に。 

 ギリシア人にとって鍛錬は都市での公共の生にとって欠くべからざ
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るものであった。完全なる市民とは鍛錬と格闘を通して、肉体を仕え

させて、より強くて調和した、つまり美しい肉体を創造して人種を擁

護する覚悟のできている者のことであった103。 

 

 

と述べており、加えて「あなたは古典時代の像を見ればただちに格闘技で戦っ

ている男性が自由人なのか、奴隷なのか理解するだろう。彼の肉体がそれを明

らかにしてくれる。選手の美しい肉体、静寂な静止、苦痛の絶対服従。これら

は自由な人間の特長である」と記しており104、極東期を通して描かれた肉体

の修練の重要性が継続されている105。 

 また 1939 年の『イギリス旅行記』においても日本の侍とイギリスの紳士

(gentleman)を比較しつつ106、イートン校やオックスフォード大学、そしてケン

ブリッジ大学における、ギリシア古典とスポーツや身体の鍛錬を重視する教育

を肯定的に描いている107。特にイートン校における教育では、個人ではなく

団体スポーツを重視し、このスポーツ教育を通して肉体を鍛錬することと集団

に対する個人の犠牲の重要性を学ぶことになると指摘している108。『日本と中

国を旅して』の「序文」で見た極東旅行の目的は「脱西欧化」と過度な合理主

義と抽象性を脱して『禁欲』で描かれた「心」が対象とする肉体性と感覚性を

再獲得することであったが109、カザンザキスは古典ギリシア世界と古典ギリ

シア教育の根付いたイギリスでの教育、そして日本の武士道や弓術の中に共通

するものを見出していた。 

 ここまで本章ではカザンザキスが提示した日本と古代ギリシアの五つの類似

点について論じた。彼は日本と古代ギリシアが似ていることに作品の中で言及

していたが、そもそもラウルダスによるカザンザキスのギリシア観に対する非

難や当時の時代背景に見られたように古代ギリシアと東方は切り離されてしか

るべきものであり、当時ギリシア人の間で十分に知られていたとは言い難い日

本文化と古代ギリシア文化の比定は、ギリシアの知識人たちの中で見るとカザ

ンザキスに極めて独特な視点だったと言っても過言ではないだろう。特に本項

の「肉体の修練」や福田(2020)で見たように、彼の日本理解は思想的主著『禁

欲』の思想に適合する形で行われており、『禁欲』の思想の枠組みの中で日本

に関する思索と考察が古代ギリシアに対する考察や思索と交錯しあい相互に影

響を与え合っていた点もカザンザキス思想を論じる上で極めて重要な視点であ

る。 
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4. 「「東東方方」」ととのの距距離離感感のの芽芽生生ええとと「「西西方方」」へへのの回回帰帰 

 前章までは日本との類似点を通じて見られたカザンザキスの古代ギリシア像

を見てきたが、本章では「日本旅行記」と『石庭』に見られるカザンザキスの

極東との心理的な隔たりの生起と西方への回帰について確認していきたい。 

 

4.1. 「「日日本本旅旅行行記記」」ににおおけけるる描描写写 

 まずここまでで「日本旅行記」において日本と古代ギリシアに対し基本的に

は近似性を認めていたことを確認した。そして本稿第二章第一稿で確認したよ

うに、『日中旅行記』第六章「日本人基督者」において日本に向かう船の中で

自分が単なるヨーロッパ人ではなく、ヨーロッパとアジアの間に生まれたギリ

シア人であると述べていた通り、西欧への忌避という文脈にいたこともあり基

本的に極東地域に親しみをも感じていたのであった。 

 このような傾向に変化が見られるのが日本を経って中国に向かう前の第二十

二章「日本の工芸」の章においてであり、「確かに信心深い日本人であれば私

よりももっと深くこの感動を感じるのであろう。そしてこの感動がその全人生

に律動を与えている。私は窮屈な論理【λογική】と狡賢い商人に満ちた祖国に

帰るのだ 。だが日本人はここに留まるだろう」と記している110。また第二十

三章「日本人女性」第二項「芸者」において、日本人の微笑みという仮面の下

の本当の「日本の顔」が掴めないことにいら立ちを覚える描写を記しもしてお

り111、東京で日々を過ごし日本を離れる日が近づくにつれ、カザンザキスは

日本に感じていた近さよりもヨーロッパ・西方への近さを感じ始め、当初は日

本を理解できると発言していたが、自分たちの間における理解の不可能性につ

いて意識している描写が見られるようになる。 

 

4.2. 『『石石庭庭』』ににおおけけるる描描写写 

  前項で見たようにカザンザキスは「日本旅行記」において少しずつ極東や

日本との距離感を感じ始めていたが、本項ではギリシア帰国後にギリシア人に

向けてではなくヨーロッパの読者に向けてフランス語で書かれた『石庭』にお

けるカザンザキスの極東に対する距離感を見ていきたい。まずこの作品を執筆

していた1936年の5月にカザンザキスがプレヴェラキスに宛てた手紙の中で、

彼はこの作品が「ヨーロッパの魂が極東の魅惑的で危険な、英雄的な魂との接

触によって我が身の一新を求めるような」小説であると書いている112。そし
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てカザンザキスの人格が投影された主人公は最初の嫌悪感を乗り越えて無数の

黄色人種(τη αναρίθμητη φυλή των Κίτρινων)の人々を理解し愛することができる

ようになっていくと述べており113、そもそも執筆段階からヨーロッパと極東

の間の差が深く意識されている。では実際に『石庭』本文を見ていこう。 

 日本に向かう船の中の出来事を描く『石庭』第二章において、本節で後述す

るポーランド人バイオリニストに「日本人の男や女たちと話をして何か楽しい

ことでもあるのですか？」と尋ねられた主人公は、「彼らが好きなのですよ」、

「私たちに似ていないので好きなのですよ。白い顔はもうたくさんです」と答

えている114。このように日本との距離感という点では「日本旅行記」と真逆

の展開で始まっている。また本文の中で人種(race)に絡めた話で白色人種と黄

色人種が異なる存在で、黄色人種の雑踏に身を馴染ませることができず、兄弟

として認めることを拒んでしまっていたこと115、そして初めて黄色人種(race 

jaune)に接触した時に生理的嫌悪感があったことを告白しており116、当初から

心理的に隔絶があったことがより一層強調されている。 

また同章の同じく日本に向かう船中で、この主人公は日本人女性の友人で

日本軍のスパイのヨシロと会話を交わす。この中では、「日本旅行記」とはう

って変わり、ヨシロは「あぁ、白人たち！」、「白人たちに青白い思想。自由、

平等、博愛ですって…キリスト教が作り出したキマイラよ…植物的美徳だ

わ！」と述べ、加えて当時の日中の国際情勢の故に「中国は私たちのものよ！

中国に手出しする者は用心することね！」と発言しており117、ここに穏やか

で相互理解を求める雰囲気は一切見られない。加えて、このヨシロの次に登場

する先述のポーランド人バイオリニストの描写が「日本旅行記」と『石庭』で

異なっているのが極めて興味深い。ポーランド人バイオリニストという属性を

持つ人物は「日本旅行記」の「日本人基督者」の章に登場するも特に印象的な

役割も果たさず日本について述べることもない118。しかし『石庭』において

「白い肌と蒼い目を誇りにする」、「温厚な平和主義者」という性格が与えられ

た彼は、 

 

 

だが、あなたのおっしゃる日本人というのは猿に過ぎないですな！果実を

盗み食いする木登り上手な猿といったところです。宗教をインド人から、

芸術と文化を中国人と朝鮮人から、科学と組織を白人から盗みました。彼

らが何を発明したというんです？何もありはしませんよ。全て猿真似で
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す。黄色いアメリカ人ですって？とんでもない。黄色い猿ですよ119！ 

 

 

と述べ、日本に上陸する前から人種差別的発言を含んだ最悪な雰囲気で話が展

開するとともに、日本とヨーロッパの断絶が強調されている。 

 またカザンザキスが投影されたギリシア人の主人公の表象に関しても、「日

本旅行記」に見られるようなアジア等東方に属する人間の要素を少しも含むこ

となく、『石庭』においては日本人のクゲを通して主人公が「憎むべき人種」

(une race haïe)に属していること120、そして中国人のリ・テからも「友よ、私は

君をよく知っているんだよ。君は海賊で、略奪を働いている。正真正銘の白人

だよ【un vrai Blanc】」と表現されている121。また主人公による自分自身に関す

る叙述でも、東京において日本の石庭を理解できるかと仏僧に問われた際に、

この日本の石庭が理解できなかったことに対して「西洋人【occidental】とし

ての私の皮膚は厚すぎた」と答えている122。「日本旅行記」では主人公がギリ

シア人であることが描かれしばしばギリシアの文物が登場したのとは異なり、

『石庭』においては主人公がギリシア人として重要な位置付けを持つことはな

く、もっぱら日本人や中国人といった黄色人種(race jaune)とは極めて異質な白

人(race blanche)として表象されている。 

 ここまで見てきたように、ギリシア人に向けて書かれたわけではなくフラン

ス語でヨーロッパ人に向けて書いた小説ではあるが、『石庭』の中で日中の文

化について描写した箇所でも極東と古代ギリシア或いはギリシアとの共通性を

探ろうとする姿勢は見られず、1936 年に執筆された情勢や時代背景もあって

か白人と黄色人の融和的描写も見られず違いが強調されるのみである。「日本

旅行記」では初めは極東に対し親近感を抱いていたのが最後には差異を意識す

るにいたった構成であった。だが「日本旅行記」の後に書かれた『石庭』では

初めから差異が強調され、十八章で東洋の女性のとの邂逅を通して「女性性一

般」を見出すことで「人種【les races】を引き裂いていた嫌悪感が消える。越

えることのできない深淵の上に橋を架けることができる」と思い至るも123、

結局これは「東方」を理解し受け入れたのではなく「一般」を創り出しそこに

逃避したのであり、日本人のヨシロと再会することもできなければ中国人の

リ・テ、シウ・ラン兄妹とも和解することなく、日本や中国で出会った誰とも

人格的な相互理解を経ずに終わってしまう。ここにアジアとヨーロッパの間に

生まれ、非西欧的なものを探求するギリシア人・カザンザキスは見られず、オ
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ックスフォードに学んだ124、ヨーロッパ人・白人としての主人公・カザンザ

キスが見られるのみであり、極東とギリシア或いは自己を比定する際に「アジ

ア・ヨーロッパ」という区分から「黄色人種・白色人種」という区分に移行し

ていた。 

 

5. 本本稿稿ののままととめめ：：「「東東方方」」かからら「「西西方方」」、、そそししてて「「ギギリリシシアア」」へへ 

 前章でカザンザキスが日本やギリシアの民族や黄色人種や白色人種を言い表

すのにフランス語で race、ギリシア語で ράτσαという言葉を民族と人種を区別

せずに使用しているのを見た。しばしば ράτσα の代わりに φυλή(人種)や

έθνος(国民)という言葉も用いられるが、カラリスは「カザンザキスの ράτσαは

人種【φυλή】や血統を示すこともあれば、伝統や文化を示すことがある」と

指摘しており125、カザンザキスにおいては「民族」にあたる語の定義が曖昧

であり、日本語でいう人種と民族の明確な区別がなされていない126。 

 「日本旅行記」の中では ράτσαという言葉を通して民族という観点をもって

古代ギリシアと日本の親近性が議論されてきたが、「日本旅行記」後半と『石

庭』では同じ ράτσαという言葉でも白色人種・黄色人種という人種の観点が主

題になり、極東とギリシアを含むヨーロッパの差異が強調される結果となっ

た。そして日本旅行後に執筆された「ペロポニソス旅行記」、及び『イギリス

旅行記』の中ではヨーロッパとしてのギリシアという主題の探求が見られるよ

うになっていく。 

 本稿を通して、カザンザキスによる日本と古代ギリシアの文化比定を見た。

第二章二節で確認したように、十九世紀以来知識人たちはギリシア観及び自己

像形成の中で、ギリシアを西方・ヨーロッパ化させ東方或いはアジア的な要素

を排除しようと努力していた一方で、カザンザキスは「日本旅行記」及び「ペ

ロポニソス旅行記」の中で東方・アジアに属する日本文化との比定を交えなが

ら古代ギリシア文化を描き出し、自身を悩ませていた過度の抽象性と個人主義

といった西欧文明の問題点を乗り越えるべく思想を巡らしたことを論じた。そ

こでは、日本を巡る思索と古代ギリシアを巡る思索が交錯しあい相互に影響を

与え合ったのであり、カザンザキスの古代ギリシアに対する思想或いは古代ギ

リシア像の形成に日本或いは極東での体験が多分に活かされているものだとい

えよう。 

 だが極東旅行の後には民族ではなく人種という観点で彼我の差異を実感し、

西方、或いはヨーロッパの一部としてのギリシアの特質への探求に向かうこと
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になる。そしてこの西方、或いはヨーロッパの一部としてのギリシアの特質と

して、本稿三章一節で列挙するにとどめた理性と肉体の調和、自由への愛、そ

して彼岸を求めず大地に根付くことの三つがある。これら三つの項目と日本或

いは極東とのかかわりは本稿で議論の対象とならなかったが、これらを西方、

或いはヨーロッパの一部として、ギリシアの特質の探求を進めた点について

は、稿を改めて論じたい。 
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1  「日本旅行記」と記述しているが、本来は『日本と中国を旅して』という日本部と中国

部の二部からなる書籍である。本稿では便宜的に『日本と中国を旅して』の日本部から

引用する際には『日本と中国を旅して』ではなく「日本旅行記」と呼称する。 
2  「ペロポニソス旅行記」と記しているが、本来は『イタリア、エジプト、シナイ、エル

サレム、キプロス、そしてモリアスを旅して』という一冊の書籍である。そしてモリア

スという呼称は現在では一般にギリシアで用いられておらず、より一般に用いられてい

るペロポニソスを用い、本稿ではモリアス部の部分を「ペロポニソス旅行記」と呼称す

る。 
3 Καζαντζάκη (1958 : 692) 
4 福田 (2017 : 19) et Καραλής (1994 : 68 et 74 - 75) 
5 Καζαντζάκη (1998 : 83－84):尚 1938年にプレヴェラキスに宛てた手紙の中でも Mohammed 
- el - Cheitan - ben - Kazan というアラビア語風の名前を使用した(Πλεβελάκης 1984 : 472)。 
6 Καζαντζάκης (2010 : 249 - 250) 
7 Kazantzaki (1962 : 164) 
8 福田 (2019 : 25) 
9 Lebesgue (1930 : 490) : 尚これに先行する 1928 年 12 月 5 日にもフィリア・ルベーグによ

って同誌でカザンザキスに触れられている (Lebesgue 1928 : 726)。ただし 1928 年では劇作
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品『ニキフォロス・フォカス』を書いたということが一段落の分量で紹介されただけで

あった。1930 年においては、分量的には 1928 年より多少増えただけであるが、『ニキフ

ォロス・フォカス』に先行する劇作品『キリスト』と『オデュッセウス』等の内容に踏

み込んで「哲学的詩人」して紹介されており、フランスの読者に知られる重要な契機と

なった(Ανεμογιάννης 2007 : 58)。なお、最初にカザンザキスがフランスに紹介される契機

を与えたのは、パナイト・イストラティが 1928 年 7 月にアンリ・バルビュスの『モン

ド』誌にカザンザキスを紹介する記事だとされている(Ανεμογιάννης 2007 : 48 - 52)。また

本稿では、原文を引用して翻訳する際に、和文中に原文を表示する時は【】を用いて原

文を表示する。 
10 Καζαντζάκης (2006 : 32) 
11 福田(2020 : 16) 
12 Πάτσης (2013 : 83) 
13 Ιωάννης Κωλέττης (1773 - 1847) : アルーマニア系ギリシア人で首相経験を持つギリシア

の政治家。1835 年にはフランス大使に任命され、フランソワ・ギゾーらと交友があり、

後に「フランス党」を結成する。 
14 Terrades (2005 :92 et 94) 
15 Πολίτης (2009 : 90) 
16 Zelepos (2001 : 30) 
17 Πολίτης (2009 : 93) 
18 Πολίτης (2009 : 93 - 94) 
19 Ιωάννης Φιλήμων (1798/1799 - 1874): フィリキ・エテリアとギリシア独立戦争を同時代の

視点から描いた歴史家で、新聞『エオン』(Αιών)の編集者。代表作に『ギリシア革命に関

する試論』全 4 巻(1860  - 1861)。 
20 Φιλήμων (1860 : λ’(50)) 及び 村田 (2013 : 187) 
21 Δραγούμης (1991 : 46)  
22 曽田 (2005 : 43) 
23 島田 (2009 : 77) 
24 今橋 (2014 : 7 - 8) 
25 今橋 (2014 : 18) 
26 曽田 (2005 : 75) 
27 曽田 (2005 : 76) 
28 曽田 (2005 : 75): 尚、このような古代ギリシアの東方或いはオリエント世界に対する優

越意識は古代時代よりギリシア人たちに見られ、特に古代アテネ人たちはアテネ文化の

高さと自分たちが野蛮人、或いはバルバロイたちと本性的に異なった存在だと自分たち

自身を表象した(庄子 2004 : 199)。 
29 Nietzsche (1894a : 127)  
30 Nietzsche (1894a : 341 et 343) et 曽田(2005 : 354 - 356) 
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31 Nietzsche (1993 : 25) 
32  Ibid. また『人間的、あまりに人間的な』下巻二百十五では、「近代的」(modern)という

概念と「ヨーロッパ的」という概念がほぼ同一視される概念であり、地理的にヨーロッ

パに属するが故に「ヨーロッパ」なのではなく、ギリシア・ローマ古典とユダヤ・キリ

スト教にその共通の過去をもつ民族(Völker)と民族部分(Völkertheile)だけがヨーロッパの

文化概念に含まれると述べている(Nietzsche 1894b : 307)。 
33 田邊 (2013 : 161 - 162) et 曽田 (2005 : 362) 
34 田邊 (2013 : 160): またヘーゲルも『歴史哲学講義』において「世界史」をゲルマン世界

に繋がる西洋の歴史だとした上で、アジアの国々が世界史の繋がり(Zusammenhange)の外

にあるとしている(Hegel, 1970, 278)。 
35 Βασίλειος Λαούρδας (1912 - 1971) : ギリシア学者。古代から現代に至るまでのギリシア研

究を行った。著書に『カザンザキスのオディッシア』等が挙げられる。 
36 Καραλής (1994 : 208) et Bien (2007 : 175) 
37 Bien (2007 : 175 - 176) 
38 福田 (2020 : 6) 
39 Πλεβελάκης (1984 : 385) 
40 Janiaud - Lust (1970 : 379) : 尚 1937 年にはピルソス社より 1932 年から 1933 年のスペイ

ン体験の記録と内戦下のスペインでの体験を合わせ『スペイン旅行記』として出版され

ている。 
41 Πλεβελάκης (1984 : 385) カザンザキスがどのような日程でペロポニソス半島を周遊した

のかに関しては記録が残っていない(Janiaud - Lust 1970 : 383)。 
42 Πλεβελάκης (1984 : 385)  
43 Πλεβελάκης (1984 : 469) : 尚 1961 年に『イタリア、エジプト、シナイ、エルサレム、キ

プロス、そしてモレアを旅して』が出版されている。 
44  Janiaud - Lust (1970 : 390) : この旅行は在アテネ英国大使シドニー・ウォーターロウ卿

(Sir Sydney Waterlow)の仲介で実現している。 
45 Πλεβελάκης (1984 : 385) 
46 Καζαντζάκης (2006 : 150)  και Αργυροπούλου (2020 : 223) 
47 Καζαντζάκης (2006 : 156) 
48 Καζαντζάκης (2006 : 150 - 151) 
49 福田 (2020 : 9) 
50 Καζαντζάκης (2011 : 325 - 326)  
51 Kazantzaki (1962: 107) 
52 福田 (2020 : 8) 
53  カザンザキスとも面識があったディモステニス・ダニイリディス(Δημοσθένης 
Δανιηλίδης)はその著書『近現代ギリシアの社会と経済』(Η νεοελληνική κοινωνία και 
οικονομία / 1934)において、彼はカザンザキスとは反対に近現代ギリシアの基本を「精神
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性」と「個性」そして「可塑的傾向」の三つだとしており(Δανιηλίδης 1985 : 157)、近現代

ギリシアには唯物的ではなく精神的な個人主義的性質があると論じている(Δανιηλίδης 
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57 Καζαντζάκης (2011 : 246) 
58 Καζαντζάκης (2011 : 200) 
59 Καζαντζάκης (2009 : 65) 
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61 Καραλής (1994 : 124) 
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取り入れたとしても、結局はそれを見事なものに作り上げるのだと述べる古代アテネ人

を描いており、文明の進歩という観点から多文化に対するギリシア文化の優位性を強く

主張している(庄子 2004 : 201)。 
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 μέσω της ανάλυσης του "Ταξιδεύοντας: Ιαπωνία"  

και του "Ταξιδεύοντας: Μορέας" 
 

Kosuke FUKUDA 

 

 

Αυτό το άρθρο προσπαθεί να αναζητήσει εάν οι στοχασμοί του Ν. Καζαντζάκη 
για την αρχαία Ελλάδα και για την παραδοσιακή Ιαπωνία αλληλοεπηρεάστηκαν 
μερικώς στα έργα του "Ταξιδεύοντας: Ιαπωνία " και του "Ταξιδεύοντας: Μορέας" 
μέσω της εμπειρίας του στην Ιαπωνία (1936) και της συγγραφής του για τα ιαπωνικά 
(1936-1937), ιδιαίτερα για να δομήσει την εικόνα της αρχαίας Ελλάδας. 

 

 Θέτοντας σε τάξη το ιστορικό συμφραζόμενο σκοπεύει το άρθρο αυτό να 
επισημάνει τη σημασία και τη σημαντικότητα που έχει η προσπάθεια του Καζαντζάκη 
μέσα από τα έργα του να συγκρίνει την αρχαία Ελλάδα και την Ιαπωνία και επίσης 
δείχνει τη θέση της καζαντζακικοποιημένης Ιαπωνίας στο ερώτημα: "η Ελλάδα είναι 
Δύση ή Ανατολή ή άλλο και ποιος είναι ο χαρακτήρας της Δύσης και της Ανατολής;"  
 


